
１　財務諸表の概要

（１）貸借対照表 
　　令和８年３月31日における法人の資産、負債、純資産の状況を表示

固定資産 228.9 億円 (▲ 16.1) 固定負債 201.4 億円 (▲ 6.0)

土地 13.3 億円 (+ 0.0) 流動負債 35.6 億円 (+ 4.0)

建物 176.2 億円 (▲ 9.5)

器械備品 23.9 億円 (▲ 5.2)

建設仮勘定 0.1 億円 (+ 0.0) 資本金 72.5 億円 (+ 0.0)

流動資産 56.7 億円 (▲ 8.0) 資本剰余金 79.0 億円 (+ 0.0)

現金及び預金 18.6 億円 (▲ 10.3) 繰越欠損金 億円 (▲ 22.2)

計 285.6 億円 (▲ 24.1) 計 285.6 億円 (▲ 24.1)

（２）損益計算書
　　令和７年度における法人の収益とこれに対応する費用を記載し、当期純損失を表示

収益総額 224.1 億円 (+ 14.5)

　　　営業収益 222.9 億円 (+ 15.0)

　　　営業外収益 1.2 億円 (▲ 0.2)

　　　臨時利益 0.0 億円 (▲ 0.3)

費用総額 246.3 億円 (+ 4.6)

　　　営業費用 233.9 億円 (+ 7.0)

　　　営業外費用 12.4 億円 (▲ 1.3)

　　　臨時損失 0.0 億円 (▲ 1.1)

当期純損失 ▲ 22.2 億円 (+ 9.9)

当期総損失 ▲ 22.2 億円 (+ 9.9)

（３）キャッシュ・フロー計算書
　　令和７年度における現金・預金（キャッシュ）の増減を活動区分別に表示

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 3.4 億円 (+ 11.1)

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 3.1 億円 (+ 29.8)

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 3.8 億円 (+ 1.7)

Ⅳ　資金増加額 ▲ 10.3 億円 (+ 42.6)

Ⅴ　資金期首残高 28.9 億円 (▲ 52.9)

Ⅵ　資金期末残高 18.6 億円 (▲ 10.3)

（４）行政コスト計算書
　　法人の業務運営に関して、行政コストに係る情報を集約して表示

Ⅰ　損益計算書上の費用 246.3 億円 (+ 4.6)

Ⅱ　その他行政コスト 0.0 億円 (+ 0.0)

　　（１）減価償却相当額 0.0 億円 (+ 0.0)

Ⅲ　行政コスト 246.3 億円 (+ 4.6)

※　（）内の数字は前年度との差額を表示

資料①-２（多）

【資産の部】 【負債の部】

※　各項目において百万円単位を四捨五入しているため、各項目の数値の合計と合計欄
　 の数値が一致しない場合がある。

【純資産の部】

▲ 102.9
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２　収支の状況

（１）収支概要
　　　　令和７年度純損失・・・・・　▲２，２１６，２３９千円　

　　  　（令和６年度純損失・・・・　▲３，２１３，０７２千円）

（２）前年度比収支状況 （単位：億円）

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R7/R6

収益 208.5 208.2 202.1 209.6 224.1 107% 診療単価　 　（R6)　　　　（R7)

195.2 207.1 200.8 207.9 222.9 107% 入院　　　　　87,155円　→　92,693円

うち入院収益 124.9 121.3 118.7 121.8 127.0 104% 外来　　　　　24,164円　→　26,183円

うち外来収益 55.3 57.2 60.7 64.2 70.6 110%

うち運営費負担金 12.5 13.9 14.6 17.3 15.8 91% 患者数 　 　（R6)　　　　（R7)

うち補助金収益 10.5 11.2 3.3 0.8 3.2 400% 入院　　　　　139,541人→136,750人

1.0 1.1 1.2 1.4 1.2 86% 外来　　　　　265,219人→269,090人

うち運営費負担金 0.2 0.2 0.3 0.5 0.5 100%

0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0% 病床利用率（ＤＰＣ）  　（R6)　　　（R7)

費用 209.6 215.0 237.2 241.7 246.3 102%

199.3 205.0 210.2 226.9 233.9 103%

うち給与費 97.6 98.4 97.7 99.3 104.2 105%

うち材料費 54.6 58.1 61.6 64.2 72.1 112%

うち経費 32.0 33.3 35.6 41.1 37.6 91%

うち減価償却費 14.8 14.8 14.4 21.8 19.5 89%

10.3 10.0 27.0 13.7 12.4 91%

うち支払利息 0.4 0.4 0.8 1.5 1.5 100%

うち控除対象外消費税 9.5 9.2 25.7 11.7 10.9 93%

0.0 0.1 0.0 1.1 0.0 0.0%

収支差 ▲ 1.1 ▲ 6.9 ▲ 35.1 ▲ 32.1 ▲ 22.2 -

（３）前年度比収支変動の主な要因

　 ア　営業収益

診療単価の増によるもの

診療単価の増によるもの

リハビリテーションに対する運営費負担金の積算方法変更によるもの

賃上げ・物価上昇に対する支援事業補助金の交付等によるもの

　 イ　営業費用

ベースアップによるもの

高額医薬品使用量の増加によるもの

　うち経費　　　　　　　（3.5億円減） 前年度の新中央診療棟引越し費用などによる反動減

　うち減価償却費　　　（2.3億円減） 中・西病棟設備の減価償却がR6年度で終了したことによる反動減

　うち給与費　　  　　（4.9億円増）

　うち材料費　　  　　（7.9億円増）

　うち入院収益　　 　（5.2億円増）

　うち外来収益　　　 （6.4億円増）

　うち運営費負担金 （1.5億円減）

　うち補助金収益 　 （2.4億円増）

→　＋９９６，８３３千円（対前年度差額）

参　　　考

営業収益

営業外収益

臨時利益

　83.1％ →82.1％

営業費用

営業外費用

臨時損失

※　各項目において百万円単位を四捨五入しているため、各項目の数値の合計と合計欄の数値が一致しない場合がある。

・収益は前年度比で約７％（14.5億円）の増加となった。
内訳としては、運営費負担金収益は減少（▲1.5億円）したものの、入院単価の増加（＋5,538円）及び外来単価の増加
（＋2,019円）に加えて、賃上げ・物価上昇に対する支援事業補助金等による補助金収益の増加（＋2.4億円）、資本的
支出に対する運営費負担金・補助金を令和７年度から収益計上する方法に変更したことによる営業収益‐資産見返負債
戻入の増加（＋1.9億円）などによる増収の影響が大きく、全体として増収となった。

・費用は前年度比で約２％（4.6億円）の増加となった。
内訳としては、前年度に計上していた新中央診療棟引越し費用の減少などによる経費の減少（▲3.5億円）や
中・西病棟設備分の減価償却が前年度で終了したことに伴う減価償却費の減少(▲2.3億円）があったものの、
ベースアップによる給与費の増加（＋4.9億円）や、高額医薬品使用量の増加に伴う材料費の増加（＋7.9億円）などが
上回り、全体として費用は増加した。

・収益差については、前年度比＋９．９億円となった。（７期連続の赤字）
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